
日本語の力を育む指導・教育
小学校の教育現場・教科書から

多様な言語文化背景を持つ子どもたちのリテラ
シーフォーラム4

子どもたちの日本語の力を描く、育む

―「日本人児童生徒」と「JSL児童生徒」の日
本語の力の分析／測定方法の検討から―

（於：聖心女子大学）2017.03.5（日） 森篤嗣（帝塚山大学）



• 毎日新聞 2017/2/14(火) 22:00配信

• 「戦後最大規模の改定」

• 文部科学省が１４日発表した次期学習指導要領
改定案は、知識習得が中心の受け身の学習では
なく、討論や発表などを通した「主体的・対話
的で深い学び」（アクティブ・ラーニング）に
よる授業改善を打ち出したのが特徴だ。

• 小学校高学年での英語教科化など新たな項目も
加わり、教員に求める能力はますます高くなる。
一方、必要な教職員の配置など現場を支える手
立ては整っておらず、学校には不安も渦巻く。

＜学習指導要領＞知識使う力、重視
異例の指導法言及



• アクティブ・ラーニング

• 教員による一方向的な講義形式の教育とは異な
り、学修者の能動的な学修への参加を取り入れ
た教授・学習法の総称。学修者が能動的に学修
することによって、認知的、倫理的、社会的能
力、教養、知識、経験を含めた汎用的能力の育
成を図る。

• 発見学習、問題解決学習、体験学習、調査学習
等が含まれるが、教室内でのグループ・ディス
カッション、ディベート、グループ・ワーク等
も有効なアクティブ・ラーニングの方法である。

2012年8月の中教審答申
元は大学の授業で
使われていた用語
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• 言語活動の充実
– 平成20年3月告示，平成23年4月より新課程となった小学
校学習指導要領の目玉

• 小学校学習指導要領「総則」
• 各教科等の指導に当たっては，児童の思考力，
判断力，表現力等をはぐくむ観点から，基礎
的・基本的な知識及び技能の活用を図る学習
活動を重視するとともに，言語に対する関心
や理解を深め，言語に関する能力の育成を図
る上で必要な言語環境を整え，児童の言語活
動を充実すること。

言語活動の充実１
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• (１) 知的活動[論理や思考]に関すること
– ア 事実等を正確に理解し、他者に分かりやすく伝えること

– イ 事実等を解釈するとともに、考えを伝え合うことで、自
分の考えや集団の考えを発展させること

• (２) コミュニケーションや感性・情緒に関する
こと
– ア 互いの存在についての理解を深め、尊重していくこと

– イ 感じたことを言葉にしたり、それらの言葉を交流したり
すること

• PISA（Programme for International Student 
Assessment）調査の影響も大きい
– 「新読解力」：解釈したことを表現する，非連続型テキスト

言語活動の充実２
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• アクティブ・ラーニング＝「課題の発見と解
決に向けて主体的･協働的に学ぶ学習」
– 学ぶことと社会とのつながりをより意識した教育

– 自ら課題を発見し，その解決に向けて主体的･協働的に探
究

– ｢何を教えるか｣という知識の質や量の改善はもちろんの
こと，「どのように学ぶか」という，学びの質や深まり
を重視

– こうした学習・指導方法は，知識･技能を定着させる上で
も，また，子供たちの学習意欲を高める上でも効果的

– 学びの成果として「どのような力が身に付いたか」に関
する学習評価の在り方についても，同様の視点から改善
を図る必要がある

2014年11月の中教審諮問
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• アクティブ・ラーニングが「総合的な学習の時
間」の方向性に近いことは事実

• 「総合」は，旧指導要領の105（3・4年）／
110（5・6年）時間から70時間（3～6年）に
減った

• 減った分は各教科に導入した「言語活動」に移
行したと考えるべき

• すなわち，「総合」では教科横断の課題解決的
な学習に特化したと考えるべき
→「総合」は軽視・削減されたのはなく，アク
ティブ・ラーニングを汲んで重視されたとも考え
られる

「総合」と「言語活動」との関わり
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アクティブ・ラーニングの多様な形態
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山地（2014）より



「７つの原則」とそれぞれの工夫例
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山地（2014）より



• 学生側の動き：アン
ケートの回答、意見の
投稿などを送信する

• 講師側の動き：学生が
送信したアンケートの
回答やコメントから理
解度や反応を確認しな
がら講義を進めること
ができる

• 学生、講師双方がス
マートフォンを活用

クリッカーとは

デジタル・ナレッジ社のHPより
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• 「方法」にとらわれる必要はない

• アイディアとして参考にすれば十分

• 重要なのは「方法」ではなく，考え方である

• 物語文，説明文，言語事項，言語活動のすべ
てが「課題」となり得る

• なぜ国語科で「同じ教材文」を読むのか？
– 学級集団という小さな社会の中でも，「同じ教材文を読ん
でも異なる考えを持つ人がいること」を知るため

– 自分はマジョリティか？ マイノリティか？

– 「普通」の考え方とは何か？

• アクティブ・ラーニングも，従来の国語科と
変わらない

小学校国語科の現場で
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小学校4年生の国語の教科書で「空
気の読み方」を教える？







• 渡辺敦司「「アクティブ・ラーニング」
とは何か 次の学習指導要領で注目」
– http://benesse.jp/blog/20141212/p2.html

• 山地弘起2014「アクティブ・ラーニング
とはなにか」『大学教育と情報』146
– http://www.juce.jp/LINK/journal/1403/02_01.

html

• デジタル・ナレッジ「Clica」
– https://www.digital-

knowledge.co.jp/product/clica/

参考にしたURL
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http://benesse.jp/blog/20141212/p2.html
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https://www.digital-knowledge.co.jp/product/clica/


• 「教育新聞」サイトにおいて新旧対照表など
のPDFをダウンロード可能

https://www.kyobun.co.jp/news/2017021
4_04/

• 「電子政府の総合窓口」でパブリックコメン
ト募集中

https://search.e-
gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PC
MMSTDETAIL&id=185000878&Mode=0

新指導要領（小H32～ 中H33~）

https://www.kyobun.co.jp/news/20170214_04/
https://search.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&id=185000878&Mode=0

